
「令和２年度　事業計画進捗状況一覧」にかかる説明資料

昨年３月に策定いただいた「第２期子ども・子育て支援事業計画　ハチピ―プラン」に基づき、現在、各担当課で施策を進めています。

ハチピ―プランが、５年間計画通りに進むよう、毎年進捗管理が必要となり、新計画にそった「進捗管理シート（進捗状況一覧）」の作成が必要となりますが、

進捗管理シートの新様式については、第１回子ども・子育て会議(2020年8月開催）で説明させていただき、既に承認をいただいておりますので、

今回は、この新様式に、重点取組である40事業の「基本目標」から「Ｒ６指標目標」までを転記しました。

「進捗管理シート」新様式の最終案として承認をいただきたく存じます。

なお、シート項目の右から３項目「達成度」「具体的な取組内容」「今後の課題」については、年度明け４月に、各担当課が記入し、

令和３年度第１回子・子会議で報告させていただく予定です。

【加筆・修正箇所】

（１）ハチピ―プラン作成当時のデータであるＨ３０実績が記載されている事業について、最新のＲ１実績を追加。（項目⑪⑰㉘㉙）

（２）指標目標が前年度比になっている事業について、Ｈ３０実績データ ⇒ Ｒ１実績データに置き換え（項目⑫⑱⑲）

（３）項目⑦　教育・保育設備の整備・改修について、計画策定後に、Ｒ３・Ｒ５に新たな増改築による受け入れの予定が決まったため、追加記載。

（４）項目⑩　放課後児童健全育成事業について、Ｒ３～の閉所(おかえり２・３)、開所（ＹＭＣＡ・なかま～ず篠原）、教室面積拡大（老蘇スマイル）に伴う確保量の増加に伴う変更。

（５）項目㉗　子ども医療費助成について、Ｒ３～所得制限が撤廃される旨の追記、およびこれに伴う指標目標の変更。　

（６）項目㉝　母子・父子自立支援体制の整備について、担当グループが変更したことに伴う担当課名の変更。

「資料２」の

説明資料

◆基本的には、ハチピ―プラン Ｐ５０～Ｐ７６ をそのまま転記していますが、一部、加筆・修正箇所しています。

◆加筆・修正した箇所は、赤字で表記しています。

◆加筆・修正の理由等については、水色の吹き出しで、説明をしています。
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令和２年度　事業計画進捗状況一覧

★法定事業

基本
目標

施策 NO 事業名 担当課 事業内容 Ｒ２指標目標 Ｒ３指標目標 Ｒ４指標目標 Ｒ５指標目標 Ｒ６指標目標
Ｒ２

達成度
Ｒ２

具体的な取組内容
今後の課題

【目標値に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

①1,725人

②1,162人

③205人

④704人

①1,725人

②1,162人

③211人

④728人

①1,725人

②1,162人

③201人

④738人

①1,725人

②1,162人

③201人

④738人

①12ｺｰｽ
②年240組

①12ｺｰｽ
②年240組

★
教育・保育事業

（保育所等の体制
整備）

幼児課
市内全域に教育・保育事業の整
備を行い、待機児童を解消する。

①12ｺｰｽ
②年240組

①12ｺｰｽ
②年240組

（２）

③
親子の絆づくり

プログラム
（ＢＰプログラム）

子ども支援
課

生後２か月～５か月の第１子を子
育て中であるお母さんと赤ちゃん
を対象に、少し先を見通した子育
ての基礎知識を学びながら、気の
合う仲間をみつけ、親子のきずな
を育てていくプログラム。親育て、
リスクのある母子の発見と継続的
なフォローを実施。

② ★
地域子育て支援

拠点事業
子ども支援

課
乳幼児と保護者同士の交流の
場、育児相談の場等を提供する。

地域子育て
支援拠点事業

実施箇所

８か所

１か所

（１） ①

★

子育て世代
包括支援センター

の運営

利用者支援事業
母子保健型

健康推進課

妊娠期から主に乳幼児期までの
総合相談支援を行うとともに、保
健師等の専門職がすべての妊産
婦等の状況を継続的に把握し、
必要に応じて関係機関と連携して
支援プランを策定することにより、
切れ目のない、きめ細やかな支
援を実施する。

母子保健型
実施箇所

１か所

８か所 ８か所

２か所

１か所 １か所

　【達成度】　Ａ：達成できた　B：一部未達成　C：未達成

２か所 ２か所

　
　

保育所等の
受入確保量
①1号認定

1,895人
②2号認定

1,101人
③3号認定

(0歳）
190人

④3号認定
(1・2歳）
674人

１か所

８か所 ８か所

★

子育て世代
包括支援センター

の運営

利用者支援事業
基本型

子ども支援
課

子ども及びその保護者等がニー
ズに応じて、教育・保育施設や地
域の子育て支援事業等を円滑に
利用できるよう、利用者支援員等
が、身近な場所で、利用者目線
の寄り添い型の支援を実施する。

（３） ④

２か所

基本型
実施個所

２か所

基
本
目
標
Ⅰ
　
結
婚
か
ら
妊
娠
・
出
産
・
育
児
ま
で
の
切
れ
目
な
い

、
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築

ＢＰプログラム

①年間開催
ｺｰｽ

12ｺｰｽ
②参加組数

年240組

「達成感」「具体的な取組内容」「今後の課題」の

３項目については、毎年度明け４月頃に、

各担当にて記入します。

来年度第１回の子・子会議にて、進捗状況につい

て
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令和２年度　事業計画進捗状況一覧

★法定事業

基本
目標

施策 NO 事業名 担当課 事業内容 Ｒ２指標目標 Ｒ３指標目標 Ｒ４指標目標 Ｒ５指標目標 Ｒ６指標目標
Ｒ２

達成度
Ｒ２

具体的な取組内容
今後の課題

　【達成度】　Ａ：達成できた　B：一部未達成　C：未達成

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】
⑩ ★

放課後児童
健全育成事業

子ども支援
課

就労等により保護者が昼間家庭
にいない児童に対して、授業終了
後に適切な遊び及び生活の場を
提供する。

放課後
児童クラブ
受入確保量

1,340人

放課後
子ども教室
実施校数

５校

７校

1,349人

１２校⑨ 放課後子ども教室 生涯学習課

利用可能な教室（余裕教室）等を
活用し、児童の学習・体験・交流
の場を提供する。また、放課後児
童クラブとの連携を進める。

１０校 １２校

放課後子ども
総合プラン

策定

1,349人 1,349人 1,349人

プラン実施と
進捗管理

安土保育園
増築による
受け入れ

⑥
認定こども園の

普及推進
幼児課

⑧
放課後子ども
総合プラン

生涯学習課
すべての就学児童に対し、放課
後の居場所づくりを総合的に提供
するための計画を策定する。

（３）

教育・保育施設の
整備・改修

子ども
施設整備
推進室

就学前児童に快適な教育・保育
環境を提供できるよう、施設の普
及・促進の方針に従って施設の
整備及び改修等を図る。

（仮称）
岡山こども園

の開園

⑦

すべての子育て家庭に対して教
育・保育を提供できる施設である
ことを踏まえ、地域の実情を勘案
しつつ、普及促進を図る。

保育士等の確保 幼児課
就職率や定着率を向上させ、保
育士等の確保を図る。

①保育人材
就職フェア

来場者　35名
②保育人材
市内就職者

15名
③保育施設
見学ツアー
参加者　5名

（仮称）
桐原東

こども園の
開園

ありす保育園
増改築による

受け入れ

老蘇こども園
増改築による
乳児受け入れ

①40名

②18名

③７名

①40名

②18名

③７名

①40名

②18名

③７名

①40名

②18名

③７名

（４）

基
本
目
標
Ⅰ
　
結
婚
か
ら
妊
娠
・
出
産
・
育
児
ま
で
の
切
れ
目
な
い

、
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築

⑤

計画策定後に、追加されたので、

Ｒ３，Ｒ５に保育園の増改築による

受け入れを追記します。

おかえり２・３がＲ２年度末で閉所する（△89人）。

これを補うために、新規運営事業者を公募し、選定委員会を経て決定した結果、

新規２クラブ（ＹＭＣＡ・なかま～ず篠原）がＲ３,４月から開所する。(＋90人）

また老蘇スマイルの教室が広くなったことに伴う定員増があり(37→45人）。

結果、市全体の確保方策として、１，３４０人 ⇒ １，３４９人 へ増員変更。
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令和２年度　事業計画進捗状況一覧

★法定事業

基本
目標

施策 NO 事業名 担当課 事業内容 Ｒ２指標目標 Ｒ３指標目標 Ｒ４指標目標 Ｒ５指標目標 Ｒ６指標目標
Ｒ２

達成度
Ｒ２

具体的な取組内容
今後の課題

　【達成度】　Ａ：達成できた　B：一部未達成　C：未達成

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標値に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

基
本
目
標
Ⅱ
　
親
と
子
の
心
と
体
の
健
康
づ
く
り

（１）

（３）

106回以上

（２）
正しい食習慣の啓発

（食育教室等）

子どもや子育て家庭（妊産婦等を
含む）に対し、食事と健康との関
係、食事マナー等について啓発
し、「食を選ぶ力」、「食べる力」の
育成を図る。

86%⑪

106回以上 106回以上

アンケート結
果の向上
・保・幼0％
・小学生0％

・中学生3.0％

16校
（全小中学

校）

16校
（全小中学

校）

(健康推進課）

アンケート結
果の向上(3年
1回)朝食を欠
食する子ども

の割合
・保・幼0.9％
・小学生2.3％
・中学生6.0％

幼・保・
こども園

食育実施回数
維持

106回以上

（幼児課）

106回以上

小・中学校
食育授業

実施回数維持

133回

（学校教育課）

16校
（全小中学

校）

16校
（全小中学

校）

性に関する
授業の

実施校数維持
16校

(全小中学校)

（学校教育課）

妊娠期前から、性や性感染
症、出産適齢期等、妊娠・出
産・育児に関する正しい知識
の普及を図る。
学校では個別指導の充実も図
る。

医療機関や助産師等と連携して、
妊娠期から生後１歳未満の子を
もつ親に対して支援を実施し、育
児不安の早期解消を図る。

産後、
退院してから
１か月程度の
支援の満足度

80％
（H30：79.3％）
（R1：82.3％）

83%

①11回/年

②前年より
減少

①啓発紙の配
布11回/年

②給食残食量
　の前年から

の減少
(R1実績）

・幼稚園19g
・小学校18g
・中学校48g

（給食ｾﾝﾀｰ）

88% 90%以上

133回 133回133回

①11回/年

②前年より
減少

①11回/年

②前年より
減少

①11回/年

②前年より
減少

子ども支援
課

幼児課

学校教育課

学校給食
センター

健康推進課

133回

産前産後サポート
事業・産後ケア事業

健康推進課

⑬

⑫

小・中学生や保護者
に向けた正しい知識

の普及・相談

健康推進課

学校教育課

最新の実績値（Ｒ１分）を追加。

指標目標を前年度比としているため、
Ｈ３０実績データを前年度であるＲ１実績データに置き換え。
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令和２年度　事業計画進捗状況一覧

★法定事業

基本
目標

施策 NO 事業名 担当課 事業内容 Ｒ２指標目標 Ｒ３指標目標 Ｒ４指標目標 Ｒ５指標目標 Ｒ６指標目標
Ｒ２

達成度
Ｒ２

具体的な取組内容
今後の課題

　【達成度】　Ａ：達成できた　B：一部未達成　C：未達成

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

基
本
目
標
Ⅱ
　
親
と
子
の
心

と
体
の
健
康
づ
く
り

基
本
目
標
Ⅲ
　
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
の
教
育
・
保
育
環
境
の
整
備

（２）

（１）

（４） ⑭
医療・保健

ネットワークの整備
健康推進課

地域ケア会議等の実施により医
療・保健の連携に関する課題整
理と課題解決に向けた取組を進
める。

ネットワーク構
築を目的とし
た地域ケア会
議の開催回数

１回

２回 ２回 ２回 ２回

完全実施・
検証

家庭教育支援 生涯学習課

子育てサロンや講座を開催し、保
護者同士や家庭教育支援員との
交流の機会を設けることで、家庭
教育の支援を行う。

家庭教育
支援チームの

設置

９校

幼児課

10校 10校

⑯
効果的な

研修システムの構築

⑰
小・中学校
外国語活動
推進事業

公私立を問わず、幼稚園教諭や
保育士の研修を整理・体系化し、
効果的な研修システムの構築を
行い、人材育成を図る。

完全実施・
検証

10校 10校⑮

各ステージ
３回

完全実施・
検証

①　10時間

②　35時間

③　70時間

④140時間

学校教育課

ALT（アシスタント・ランゲージ・
ティチャー）の人員維持および教
員の指導力向上による、英語力
の向上と国際理解教育の充実を
図る。

①　10時間

②　35時間

③　70時間

④140時間

幼・保・
こども園

ｷｬﾘｱｽﾃｰｼﾞ
研修実施

各ステージ
２回

①　10時間

②　35時間

③　70時間

④140時間

①　10時間

②　35時間

③　70時間

④140時間

外国語授業数

①小学校低学
年　10時間
(H30：10時間）
(R1：10時間)

②小学校中学
年　35時間
(H30：15～20
時間）
(R1:20時間)

③小学校高学
年　70時間
(H30：50時間）
(R1：50時間)

④中学校
140時間
(H30：140時
間）
(R1：140時間)

最新の実績値（Ｒ１分）を追加。
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令和２年度　事業計画進捗状況一覧

★法定事業

基本
目標

施策 NO 事業名 担当課 事業内容 Ｒ２指標目標 Ｒ３指標目標 Ｒ４指標目標 Ｒ５指標目標 Ｒ６指標目標
Ｒ２

達成度
Ｒ２

具体的な取組内容
今後の課題

　【達成度】　Ａ：達成できた　B：一部未達成　C：未達成

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

基
本
目
標
Ⅲ
　
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
の
教
育
・
保
育
環
境
の
整
備

（２）

⑱

①ふるさと
学習

実施回数維持
学期に

１回以上

②保幼小中
連携の機会

維持
年間１回以上

（学校教育課）

①②
前年度比
100％以上

近江八幡市第１次総合計画「人
がつながり 未来をつむぐ『ふるさ
と近江八幡』」および 近江八幡市
教育大綱「『子ども』が輝き 『人』
が学び合い ふるさとに愛着と誇り
をもち 躍動する 元気なまち 近江
八幡」を実現するために、各校園
において特色ある教育活動を推
進する。

⑲ 読書活動の推進
学校教育課

図書館

図書館見学や職場体験等を通
じ、読書への興味及び学ぶ意欲
の向上をめざし、図書館教育の
充実を図る。

ふるさと学習
学校教育課

図書館

図書館を通じ
てふるさとを
学ぶ機会の

増加

①図書館デジ
タルアーカイ
ブのアクセス

件数
(R1：108,221

件)

②図書館を
使った調べる
学習コンクー
ルの応募数
(R1：14件)

前年度比
100％以上

（図書館）

①学期に
１回以上

②年間
１回以上

①学期に
１回以上

②年間
１回以上

①学期に
１回以上

②年間
１回以上

児童図書
貸出冊数

(R1:254,124
冊)

前年度比
100％以上

（図書館）

前年度比
100％以上

①②
前年度比
100％以上

前年度比
100％以上

①②
前年度比
100％以上

①②
前年度比
100％以上

前年度比
100％以上

前年度比
100％以上

①学期に
１回以上

②年間
１回以上

最新の実績値（Ｒ１分）を追加。

指標目標を前年度比としているため、
Ｈ３０実績データを前年度であるＲ１実績データに置き換え。
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令和２年度　事業計画進捗状況一覧

★法定事業

基本
目標

施策 NO 事業名 担当課 事業内容 Ｒ２指標目標 Ｒ３指標目標 Ｒ４指標目標 Ｒ５指標目標 Ｒ６指標目標
Ｒ２

達成度
Ｒ２

具体的な取組内容
今後の課題

　【達成度】　Ａ：達成できた　B：一部未達成　C：未達成

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

基
本
目
標
Ⅲ
　
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
の
教
育
・
保
育
環
境
の
整
備

（２）

教育研究所

生涯学習課

学校教育課

コミュニティ・スクー
ル推進事業

（５）

（４）

（３） ㉑
教育相談活動
「相談室１・２」

携帯電話・ネット犯罪
予防対策

スマホ・ＳＮＳ等の
適切な使用に関する

学習

㉒

⑳
「早寝・早起き・

あさ・し・ど・う」の
推進

幼児課

学校教育課
(学校教育課）

アンケート結
果の向上

研修等の実施
回数維持

全小中学校で
年１回以上

全小中学校で
年１回以上

学校運営
協議会

設置校数
13校

全小中学校で
年１回以上

21校 21校

全小中学校で
年１回以上

全小中学校で
年１回以上

21校

市内の公立幼稚園、小学校、
中学校に学校運営協議会を設
置し、「コミュニティ・ス
クール」とする。学校と地域
住民が協働して学校と地域の
教育力を高める。

㉓

生涯にわたり心身ともに健康に生
きるため｢早寝･早起き･あさ（あい
さつ）・し(食事)・ど(読書)・う(運
動)｣運動を学校・地域・家庭で引
き続き推進していく。

アンケート
結果の向上
(3年に1回)
前回H30結果
①10時までに
寝る 少学校
77.7％､11時
までに寝る 中
学校54.4％
②7時までに
起きる 小学
校98.4％､中
学校85.7％
③家族にすす
んであいさつ
する 小学校
62.5％､中学
校58.0％
④朝食を毎日
食べる 小学
校92.2％､中
学校81.0％
⑤30分以上
読書する 小
学校65.3％､
中学校58.3％
⑥1時間以上
運動する 小
学校59.5％､
中学校58.1％
(部活含む)
（中3引退時
期)

支援の必要な
対象者に適切
な相談等を

実施

21校

【相談室1】教育相談室におい
て、電話･面談による不登校・
いじめ・問題行動に関する相
談を行い、必要時は、学校や
専門機関と連携をとり、支援
を行う。
【相談室2】臨床心理士による
カウンセリングやプレイセラ
ピー等の心理療法や心理検査
を実施する。

PTAや警察等関係機関と連携を
取りながら、アンケート等で携帯
電話の使用状況等を把握し、講
演会・チラシ等によりIT機器の健
全な取扱を啓発する。
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令和２年度　事業計画進捗状況一覧

★法定事業

基本
目標

施策 NO 事業名 担当課 事業内容 Ｒ２指標目標 Ｒ３指標目標 Ｒ４指標目標 Ｒ５指標目標 Ｒ６指標目標
Ｒ２

達成度
Ｒ２

具体的な取組内容
今後の課題

　【達成度】　Ａ：達成できた　B：一部未達成　C：未達成

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

(１）

（２）

(３）

基
本
目
標
Ⅳ
　
子
ど
も
を
安
全
に

、
安
心
し
て
育
て
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

小学校・中学校就学児の通院・入
院医療費（保険診療に限る）を助
成する
※平成31年4月より通院医療費の
現物給付開始（所得制限有り）
※令和3年4月1日より所得制限撤
廃
※所得制限撤廃により、Ｒ３以降
の指標目標を変更。

167,240千円 170,601千円 174,030千円 177,528千円

13,500人

㉗ 子ども医療費助成 保険年金課
医療費助成

総額
153,908千円

タウンメール
登録者数
11,500人

12,000人㉖
安心安全メール

配信事業
人権・市民

生活課

事件や不審者情報について、連
絡体制網「タウンメール」により伝
達する。

㉔ 公園等の整備 公園課

健康ふれあい
公園へのアク
セス道路の完

成

民間の住宅
開発に伴う公
園等の設置を
含め、良好な
住居環境の
整備を図る。
また、老朽化
が進行する都
市公園施設
の長寿命化
等、既存の都
市公園の再
編をめざす。

歩道・通学路の
安全対策

土木課

学校教育課

歩道のバリアフリー化や通学路
対策として危険な箇所の改善等
を行い、安全を確保する。
また、まちづくり協議会等から情
報収集した箇所について、学校、
警察・県東近江土木事務所・市交
通政策課等関係機関が合同点検
を実施し、点検結果をうけて安全
対策会議を開く。

子ども・子育て家庭を含めた市民
が利用できる公園の整備や、憩
いの空間づくりを計画する。

サッカー場の
整備

グランドゴル
フ場、児童遊
戯場の整備

健康ふれあい
公園のグラン

ドオープン

関係機関との
通学路の

合同点検を
年１回実施

（学校教育課）

12,500人 13,000人

㉕

Ｒ３.４.１から所得制限が撤廃されるため、制度が変更する旨の記載を追加。
また、指標目標を所得制限撤廃後の試算額に変更します。
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令和２年度　事業計画進捗状況一覧

★法定事業

基本
目標

施策 NO 事業名 担当課 事業内容 Ｒ２指標目標 Ｒ３指標目標 Ｒ４指標目標 Ｒ５指標目標 Ｒ６指標目標
Ｒ２

達成度
Ｒ２

具体的な取組内容
今後の課題

　【達成度】　Ａ：達成できた　B：一部未達成　C：未達成

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

基
本
目
標
Ⅴ
　
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
支
援

基
本
目
標
Ⅵ
　
き
め
細
や
か
な
関
わ
り
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
・
家
庭
へ
の
支
援

（１）

㉙

養育支援
訪問人数

専門的
相談支援

15人

15人
養育支援訪問事業
（専門的相談支援）

健康推進課

健やか親子２１計画と緊密な連携
をとりながら、必要な対象者に漏
れなく支援が提供できるよう体制
の整備に努める。

関係機関等と連携・協働して、児
童虐待の未然防止、早期発見及
び児童虐待を受けた児童への迅
速かつ適切な対応を行うための
情報の共有及び対応策等の検討
を行う。また、虐待防止に関する
啓発を行う。

15人 15人 15人

15人 20人 25人 30人
養育支援訪問事業
（育児家事援助）

子ども
家庭相談室

子育て不安等養育上の課題を抱
える家庭に対して家庭訪問支援
を行うことで、育児の負担感の軽
減、養育の安定、虐待防止を図
る。

養育支援
訪問人数

育児家事支援
10人

㉛ ★

虐待防止研修
回数・参加人

数
①学校関係者

向け
４回・100人

②関係機関向
け

２回・60人
③保護者向け

３回・60人
④市職員向け

２回・70人
⑤児童生徒向

け
１回・30人

①②③④⑤
前年度比
100％以上

上記以外を対
象とした研修

の実施

㉚
近江八幡市

要保護児童対策
地域協議会

子ども
家庭相談室

①年１回

②前年度比
100％以上

①年１回

②前年度比
100％以上

①年１回

②前年度比
100％以上

①年１回

②前年度比
100％以上

男性の子育て参加
への啓発

子ども支援
課

男性の育児参加を後押しするた
めの啓発を行う。

男性の
子育て参加を
啓発する取組
①啓発冊子

「育パパ手帳」
発行年１回
②子育て

フェスタへの
父親参加数
前年度比
100%以上

(H30：41人)
（R1：73人）

ワークライフ
バラ ンスや

働き方改革に
関する事業所
対象セミナー

の受講者
前年度比
100％以上

（H30：13人）
（R1：20人）

前年度比
100％以上

前年度比
100％以上

前年度比
100％以上

前年度比
100％以上㉘ 事業所への啓発 商工労政課

ワーク・ライフ・バランスの実現に
向けて関係団体等と連携して、企
業力強化の位置づけによる啓発
を行い、働き方の見直しを推進す
る。

（１）

最新の実績値（Ｒ１分）を追加。

最新の実績値（Ｒ１分）を追加。

9



令和２年度　事業計画進捗状況一覧

★法定事業

基本
目標

施策 NO 事業名 担当課 事業内容 Ｒ２指標目標 Ｒ３指標目標 Ｒ４指標目標 Ｒ５指標目標 Ｒ６指標目標
Ｒ２

達成度
Ｒ２

具体的な取組内容
今後の課題

　【達成度】　Ａ：達成できた　B：一部未達成　C：未達成

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

（１）

（３）

（２）

基
本
目
標
Ⅵ
　
き
め
細
や
か
な
関
わ
り
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
・
家
庭
へ
の
支
援

㊲
障害児相談支援

事業の実施
発達支援課

障がい児の、適切な通所サービ
ス利用をコーディネートする相談
員、支援員の充実、事業の促進
を図る。

障害児支援
利用計画を
必要とする
対象者に

適切に計画を
作成

①障がい児の
保護者対象
研修参加率
②メンター研
修の参加率

対象者の
50％以上

前年度比
100％以上

前年度比
100％以上

前年度比
100％以上

前年度比
100％以上㊱

ペアレントプログラ
ム、ペアレント・メン

ター事業
発達支援課

障がい児を持つ親を支えながら、
親としての育ちを支援する。各種
講座の開設・充実を推進する。

㉟
保育所等訪問支援

事業の充実
発達支援課

障がい児が集団生活を営む保育
所・幼稚園等に支援員が訪問し、
対象児への専門的な訓練等と保
育士等のスタッフへの支援指導
等を行い、インクルーシブ環境に
おける専門支援の提供を推進す
る。

保育所等
訪問支援を
必要とする
対象者に

適切な支援を
提供

ひかりの子
利用待ち０

利用待ち０ 利用待ち０ 利用待ち０ 利用待ち０㉞
児童発達支援事業

の充実
発達支援課

発達障がい児の増加に対応し
た、事業の利用枠の確保や実施
日の拡大等を推進する。

㉝

母子・父子自立支援
体制の整備

（総合的・包括的な
相談支援）

子ども支援
課

自立に必要な情報提供、相談指
導、就労支援等総合的な支援を
行う。個々の状況やニーズに応じ
て自立に向けたサポートを行い、
相談支援の充実・強化を図る。

支援の必要な
対象者に

適切な相談等
を実施

支援の必要な
対象者に

適切な相談等
を実施

㉜
子ども家庭相談室

事業
子ども

家庭相談室

電話・窓口相談や家庭訪問等を
行う。また虐待通告後、各関係機
関と連携しながら対応・支援を行
うとともに、相談窓口の周知、虐
待防止の啓発活動を行う。

担当グループが変更したので、修正。

子ども家庭相談室 ⇒ 子ども支援課（子ども福祉グループ）
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令和２年度　事業計画進捗状況一覧

★法定事業

基本
目標

施策 NO 事業名 担当課 事業内容 Ｒ２指標目標 Ｒ３指標目標 Ｒ４指標目標 Ｒ５指標目標 Ｒ６指標目標
Ｒ２

達成度
Ｒ２

具体的な取組内容
今後の課題

　【達成度】　Ａ：達成できた　B：一部未達成　C：未達成

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】

【目標に対する取組結果】

【その他の取組内容】
（５）

(４）

（３）

基
本
目
標
Ⅵ
　
き
め
細
や
か
な
関
わ
り
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
・
家
庭
へ
の
支
援

㊴
①通訳650件

②翻訳 90件

①通訳650件

②翻訳100件

①通訳650件

②翻訳100件

①通訳650件

②翻訳100件

適切な行政情報の
提供

まちづくり
協働課

日本語の理解や日本の生活習慣
についての知識が不十分な外国
人住民が、円滑かつ適正な行政
サービスを受けられるよう、資料
「やさしい日本語」等を使って、施
策の充実や環境整備に努める。

①窓口等対応
（通訳）件数

650件
②翻訳件数

80件

第一期障がい
児福祉計画に
定めるサービ
ス利用者数
（実人数）

児童発達支援
179人

医療型児童発
達支援16人

放課後等デイ
サービス190

人
保育所等訪問

支援54人
障害児相談支

援686人

第二期障がい
児福祉計画に
基づく目標値
（利用人数）

第二期障がい
児福祉計画に
基づく目標値
（利用人数）

第二期障がい
児福祉計画に
基づく目標値
（利用人数）

第三期障がい
児福祉計画に
基づく目標値
（利用人数）

㊳
子ども期の

生活支援の充実
障がい
福祉課

市行政責務として市行政が主体
的に、各種生活支援のサービス
提供体制の基盤整備や地域生活
支援事業の充実、支援の質の向
上を図る。

学習支援事業
福祉暮らし
仕事相談室㊵

支援の必要な
対象者に適切
な学習支援を

実施

生活困窮世帯等の中学生を対象
に、定期的な学習会を開催し、基
礎学力向上及び学習習慣・生活
習慣の定着を図る支援を実施す
ることにより、公立高校への進学
等をめざすとともに、高校中退を
防止する。
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